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7. 火山 

7.1 火山 

女川原子力発電所（以下，「発電所」という。）への火山影響

評価を行うため，発電所へ影響を及ぼし得る火山の抽出，設計

対応不可能な火山事象を伴う火山活動の評価及び発電所の安全

性に影響を及ぼす可能性のある火山活動の抽出を行う。 

 

7.1.1 発電所に影響を及ぼす火山影響評価の流れ 

火山影響評価は，立地評価と影響評価の２段階で行った。 

立地評価では，発電所に影響を及ぼし得る火山の抽出を行

い，影響を及ぼし得る火山が抽出された場合には，抽出された

火山の活動に関する個別評価として設計対応が不可能な火山事

象が発電所の運用期間中に影響を及ぼす可能性について評価を

実施した。 

影響評価では，個々の火山事象への設計対応及び運転対応の

妥当性について評価を行うが，本項では発電所の安全性に影響

を及ぼす可能性のある火山事象の抽出を行った。 

なお，立地評価における設計対応不可能な火山事象は，火砕

物密度流，溶岩流，岩屑なだれ，地滑り及び斜面崩壊，新しい

火口の開口及び地殻変動であり，影響評価における発電所の安

全性に影響を及ぼす可能性のある火山事象は，上述の事象に加

えて，降下火砕物，火山性土石流，噴石，火山ガス及びその他
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の事象（津波，静振等）である。 

 

7.1.2 発電所に影響を及ぼし得る火山の抽出 

敷地を中心とする半径 160km の範囲（以下，「地理的領域」と

いう。）を対象に，文献調査等により第四紀に活動した火山（以

下，「第四紀火山」という。）の抽出を行った。 

 

7.1.2.1 文献調査 

敷地周辺陸域の火山に関する主な文献として，「日本の火山

（第３版）」（中野ほか編（2013）（1）），「日本の第四紀火山」（産

業技術総合研究所地質調査総合センター編（2012）（2）），「20 万

分の 1地質図幅－石巻（第２版）」（滝沢ほか（1992）（3）），「第

四紀火山岩体・貫入岩体データベース」（西来ほか編（2012）

（4）），「第四紀噴火・貫入活動データベース Ver.1.00」（西来ほ

か編（2014）（5）），「日本活火山総覧（第４版）」（気象庁編

（2013）（6）），「日本の第四紀火山カタログ」（第四紀火山カタロ

グ委員会編（1999）（7）），「日本第四紀地図」（日本第四紀学会編

（1987）（8）），「新編 火山灰アトラス」（町田・新井（2011）

（9）），海上保安庁海洋情報部の「海域火山データベース」（10），

「宮城県 20 万分の 1地質図」（北村（1967）（11）），「東北地方」

（生出ほか（1989）（12）），「日本の火山ハザードマップ集（第２

版）」（防災科学技術研究所編（2013）（13））等がある。 
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これらの文献により地理的領域内を対象にした第四紀火山の

抽出を行い，火山噴出物の種類，分布，地形，規模，活動間隔

等を把握した。 

 

7.1.2.2 地形・地質調査，火山学的調査及び地球物理学的調査 

地形調査では，敷地を中心とする半径 30km の範囲及びその周

辺地域において，主に国土地理院で撮影された空中写真及び同

院発行の地形図を使用して，空中写真判読を行い，火山地形の

把握を行った。 

地質調査では，敷地を中心とする半径 30km の範囲及びその周

辺地域において，第四紀火山の噴出物を対象に地表踏査等を実

施し，その分布等を把握した。 

火山学的調査では，降下火砕物を対象に噴出源の同定，堆積

物の厚さ，空間分布等を把握した。 

地球物理学的調査では，火山の活動性を把握するために，地

震波速度構造，比抵抗構造，地震活動及び地殻変動に関する検

討を実施し，マグマ溜まりの規模や位置に関する地下構造等に

ついて検討した。 

 

7.1.2.3 発電所に影響を及ぼし得る火山の抽出 

文献調査等の結果から，地理的領域内に分布する第四紀火山

が 31 抽出され，この 31 火山から発電所に影響を及ぼし得る火
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山の抽出を行った。 

(1) 地理的領域内の第四紀火山 

地理的領域内の第四紀火山の分布を第 7.1－1 図に，火山地質

図を第 7.1－2 図に示す。また，これらの第四紀火山の最新活動

時期及び敷地からの距離を第 7.1－1 表に示す。 

抽出された 31 の第四紀火山は，盛岡から石巻，仙台を経て福

島県の中通りにかけての低地帯より西側に分布し，脊梁山地を

構成している。このうち脊梁分水嶺を含む太平洋側には 19 の第

四紀火山，日本海側には 12 の第四紀火山が分布している。 

敷地は，火山フロント（笠原・杉村（1978）（14））より約 60km

東側に離れた北上山地南端部の牡鹿半島にあり，文献調査によ

れば，敷地を中心とする半径 30km の範囲には火砕流堆積物の分

布は認められない。 

(2) 将来の火山活動の可能性 

地理的領域内の第四紀火山の完新世の活動有無，最新活動か

らの経過期間及び全活動期間を第 7.1－2 表に示す。 

ａ．完新世に活動を行った火山 

完新世に活動を行った火山（気象庁編（2013）による「活火

山」に相当）として，鳥海山
ちょうかいさん

，栗駒山
くりこまやま

，鳴子
な る こ

カルデラ，肘
ひじ

折
おり

カ

ルデラ，蔵王山
ざおうざん

，吾妻山
あづまやま

，安達
あ だ

太良
た ら

山
やま

及び磐梯山
ばんだいさん

を抽出し，こ

れら８火山を発電所に影響を及ぼし得る火山として抽出した 

。 

山の抽出を行った。 

(1) 地理的領域内の第四紀火山 

地理的領域内の第四紀火山の分布を第 7.1－1 図に，火山地質

図を第 7.1－2 図に示す。また，これらの第四紀火山の最新活動

時期及び敷地からの距離を第 7.1－1 表に示す。 
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くりこまやま

，鳴子
な る こ

カルデラ，肘
ひじ

折
おり

カ

ルデラ，蔵王山
ざおうざん

，吾妻山
あづまやま

，安達
あ だ

太良
た ら

山
やま
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を抽出し，こ

れら８火山を発電所に影響を及ぼし得る火山として抽出した。 
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補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

ｂ．完新世に活動を行っていない火山のうち将来の火山活動可能

性が否定できない火山 

完新世に活動を行っていない火山（23 火山）のうち，最新活

動からの経過時間が全活動期間よりも長いもしくは最新活動か

らの経過時間が過去の最大休止期間よりも長い場合は，将来の

活動可能性がないと判断した。 

その結果，将来の活動可能性を否定できない火山として，

焼石
やけいし

岳
だけ

，月山
がっさん

及び笹森山
ささもりやま

を抽出し，これら３火山を発電所に影

響を及ぼし得る火山として抽出した。 

ｃ．発電所に影響を及ぼし得る火山 

ａ．及びｂ．より，発電所に影響を及ぼし得る火山として，

鳥海山，栗駒山，鳴子カルデラ，肘折カルデラ，蔵王山，吾妻

山，安達太良山，磐梯山，焼石岳，月山及び笹森山の 11 火山を

抽出した。抽出した 11 火山と敷地の位置関係を第 7.1－3 図に

示す。 

 

7.1.3 設計対応不可能な火山事象を伴う火山活動の評価 

原子力発電所に影響を及ぼし得ると評価した 11 火山につい

て，発電所の運用期間中において設計対応が不可能な火山事象

を伴う火山活動の可能性の評価を行った。 
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補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

7.1.3.1 火砕物密度流 

(1) 焼石岳 

焼石岳は，岩手県南西部に位置しており，焼石岳（標高：

1,548m）を主峰に，経
きょう

塚山
づかやま

，駒ヶ岳
こまがだけ

等から構成される。主に安

山岩から構成されており，デイサイトを伴う小規模火山の群れ

を形成している（照井・瀬川（1994）(15)）。焼石岳は，敷地か

ら北北西の方向約 102km に位置している。 

焼石岳の活動期間は，約 100 万年前～５万年前であり，既往

最大の噴出量は約 12.5km3で焼石岳本体の活動期（約 70 万年前

～60 万年前）に噴出したと考えられる（第四紀火山カタログ委

員会編（1999））。また，最新の噴火活動は，溶岩や火砕岩，山

形軽石が噴出した焼石兎
うさぎ

森山
もりやま

等の活動期（約６万年前～５万年

前）に発生したと考えられる（小岩（1996）（16））。全活動期間を

通して，火砕物密度流は報告されていない。 

焼石岳の噴出物は，溶岩や火砕岩，降下軽石が主であり，火

砕物密度流の発生は認められないことから，火砕物密度流が発

電所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと判断した。 

(2) 鳥海山 

鳥海山（標高：2,237m）は，秋田県と山形県の県境に位置

し，多量の溶岩とそれに伴う少量の火砕岩からなる成層火山

で，溶岩地形の凹凸が著しく，２つの馬蹄形カルデラを持つ

（林（1984）(17)）。大部分の噴出物は安山岩質であり，少量の
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し，多量の溶岩とそれに伴う少量の火砕岩からなる成層火山

で，溶岩地形の凹凸が著しく，２つの馬蹄形カルデラを持つ

（林（1984）(17)）。大部分の噴出物は安山岩質であり，少量の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化（表現の統一） 

 

 

 

 

 



令和元年 11 月 6 日 

女川原子力発電所 発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設の変更） 添付六の内「７．火山」前後対比表（対令和元年 9月申請）    東北電力株式会社 

添六(７．火山) 10 / 50 

 

補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

玄武岩を伴う。鳥海山は，敷地から北西の方向約 148km に位置

している。 

鳥海山の活動期間は，約 60 万年前～1974 年であり，最大噴

出量は約 47km3で古期成層火山活動期（約 50 万年前～40 万年

前）に噴出したと考えられる（林（1984），伴ほか（2001）

(18)）。また，最新の噴火活動は，泥流・降灰を伴った小規模水

蒸気噴火で 1974 年に発生している（気象庁編（2013））。火砕物

密度流は，６層確認されており，その分布範囲は鳥海山の山体

周辺に限られる（林（1984））。 

鳥海山の火砕物密度流は山体周辺に限られることから，発電

所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと判断した。 

(3) 栗駒山 

栗駒山（標高：1,627m）は，岩手県，秋田県及び宮城県の県

境付近に位置し，複数の山体からなり，東方に東栗駒山，西方

に御駒山
おこまやま

，南西方に虚空蔵山
こ く ぞ う さ ん

，南方に大地
だ い ち

森
もり

など小さな火山体

が北北西－南南東方向に配列する（藤縄ほか（2001）（19））。主に

安山岩からなる。栗駒山は，敷地から北西の方向約 87km に位置

している。 

栗駒山の活動期間は，約 76 万年前～1944 年であり，最大噴

出量は約 3.3km3で古期東栗駒及び南部独立火山列の活動期（約

53 万年前～44 万年前）に噴出したと考えられる（土志田

（1999）(20)，藤縄ほか（2001））。また，最新の噴火活動は，少

玄武岩を伴う。鳥海山は，敷地から北西の方向約 148km に位置

している。 

鳥海山の活動期間は，約 60 万年前～1974 年であり，最大噴

出量は約 47km3で古期成層火山活動期（約 50 万年前～40 万年

前）に噴出したと考えられる（林（1984），伴ほか（2001）

(18)）。また，最新の噴火活動は，泥流・降灰を伴った小規模水

蒸気噴火で 1974 年に発生している（気象庁編（2013））。火砕物

密度流は，６層確認されており，その分布範囲は鳥海山の山体

周辺に限られる（林（1984））。 

鳥海山の火砕物密度流は山体周辺に限られることから，発電

所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 

(3) 栗駒山 

栗駒山（標高：1,627m）は，岩手県，秋田県及び宮城県の県
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している。 
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出量は約 3.3km3で古期東栗駒及び南部独立火山列の活動期（約

53 万年前～44 万年前）に噴出したと考えられる（土志田ほか

（1999）(20)，藤縄ほか（2001））。また，最新の噴火活動は，少
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補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

量の火砕物を伴った小規模水蒸気噴火で 1944 年に発生してい

る。火砕物密度流は，５層確認されており，その分布範囲は栗

駒山の山体周辺に限られる（藤縄ほか（2001），土井（2018）

（21））。 

栗駒山の火砕物密度流は山体周辺に限られることから，発電

所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと判断した。 

(4) 鳴子カルデラ 

鳴子カルデラ（尾ヶ岳
お が だ け

，標高：470m）は，宮城県北西部に位

置し，直径約７km の不鮮明な輪郭をもつカルデラとその中央部

にはデイサイトの４つの溶岩ドームが一群を成して形成されて

いる（気象庁編（2013））。鳴子カルデラは，敷地から西北西の

方向約 76km に位置している。 

鳴子カルデラの活動期間は，約 19 万年前～837 年であり，既

往最大の噴出量は約 8.09km3でカルデラ形成期（約９万年前）

に噴出したと考えられる（市川・平賀（1988）（22），町田・新井

（2011）及び早田（1989）（23））。また，最新の噴火活動は，837

年に水蒸気噴火が発生している。火砕物密度流は，２層確認さ

れており，両層とも主にカルデラ東部に分布している（土谷ほ

か（1997）（24））。 

鳴子カルデラの既往最大の噴火による火砕物密度流（鳴子
な る こ

荷坂
に さ か

）の到達範囲は，敷地から十分離れており（約 46km），鳴

子カルデラから敷地までの地形を考慮すると，鳴子カルデラの

量の火砕物を伴った小規模水蒸気噴火で 1944 年に発生してい

る。火砕物密度流は，５層確認されており，その分布範囲は栗

駒山の山体周辺に限られる（藤縄ほか（2001），土井（2018）

（21））。 

栗駒山の火砕物密度流は山体周辺に限られることから，発電

所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 
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往最大の噴出量は約 8.09km3でカルデラ形成期（約９万年前）

に噴出したと考えられる（市川・平賀（1988）（22），町田・新井

（2011）及び早田（1989）（23））。また，最新の噴火活動は，837

年に水蒸気噴火が発生している。火砕物密度流は，２層確認さ
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補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

火砕物密度流が発電所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと判

断した（第 7.1－4 図及び第 7.1－5 図）。 

(5) 肘折カルデラ 

肘折カルデラ（標高：552m）は，山形県尾花沢
おばなざわ

市の西約

20km，月山の北東約 15km に位置する。構成する地形は，内径約

２km，外径約３km のカルデラであり，火砕流台地がその南方数

km と北方約８km にかけて分布している。カルデラの東端と中央

部にがあり，中央部の湖成層が著しい温泉変質を受けている

（気象庁編（2013））。肘折カルデラは，敷地から西北西の方向

約 117km に位置している。 

肘折カルデラは約 12,000 年前に活動したと考えられている

が，短期間で活動のピークを迎えたと考えられており（宮城

（2007）（30）），それ以降の噴出物は確認されていない。現在，噴

気活動はないが，地熱活動が継続している。火砕物密度流は，

５層記載されており，その分布範囲は肘折カルデラの山体周辺

（南方及び北方方向）に限られる（宮城（2007））。 

肘折カルデラの火砕物密度流は山体周辺に限られることか

ら，発電所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと判断した。 

(6) 月山 

月山（標高：1,984m）は，山形県のほぼ中央部に位置し，基

盤の地形の影響と北西に開く馬蹄形カルデラのために東西非対

称な山体を形成している。また，姥ヶ岳
うばがたけ

・湯殿山
ゆどのさん

等からなる複

火砕物密度流が発電所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評

価した（第 7.1－4 図及び第 7.1－5 図）。 

(5) 肘折カルデラ 

肘折カルデラ（標高：552m）は，山形県尾花沢
おばなざわ

市の西約

20km，月山の北東約 15km に位置する。構成する地形は，内径約

２km，外径約３km のカルデラであり，火砕流台地がその南方数

km と北方約８km にかけて分布している。カルデラの東端と中央

部に温泉があり，中央部の湖成層が著しい温泉変質を受けてい

る（気象庁編（2013））。肘折カルデラは，敷地から西北西の方

向約 117km に位置している。 

肘折カルデラは約 12,000 年前に活動したと考えられている

が，短期間で活動のピークを迎えたと考えられており（宮城

（2007）（30）），それ以降の噴出物は確認されていない。現在，噴

気活動はないが，地熱活動が継続している。火砕物密度流は，

５層記載されており，その分布範囲は肘折カルデラの山体周辺

（南方及び北方方向）に限られる（宮城（2007））。 

肘折カルデラの火砕物密度流は山体周辺に限られることか

ら，発電所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 

(6) 月山 

月山（標高：1,984m）は，山形県のほぼ中央部に位置し，基

盤の地形の影響と北西に開く馬蹄形カルデラのために東西非対

称な山体を形成している。また，姥ヶ岳
うばがたけ

，湯殿山
ゆどのさん

及び藁
わら

田
た

禿山
はげやま

記載の適正化（表現の統一） 
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補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

合成層火山で，安山岩～デイサイトからなる（中里ほか

（1996）（31））。月山は，敷地から西北西の方向約 129km に位置し

ている。 

月山の活動期間は，約 88 万年前～30 万年前であり，既往最

大の噴出量は約 18km3でステージ３～４ｂ間（約 70 万年前～47

万年前）に噴出したと考えられる。また，最新の噴火活動は，

姥ヶ岳溶岩類の活動期（約 36 万年前～30 万年前）に発生した

と考えられる（中野ほか編（2013），第四紀火山カタログ委員会

編（1999）及び中里ほか（1996））。 

火砕物密度流は，６層確認されており，その分布範囲は山体

周辺（北西～南西部）に限られる（中里ほか（1996））。 

月山の火砕物密度流は山体周辺に限られることから，発電所

に影響を及ぼす可能性は十分小さいと判断した。 

(7) 蔵王山 

蔵王山（熊野岳，標高：1,841m）は，山形県と宮城県の県境

に位置する火山群の総称であり，北蔵王（瀧山
たきやま

），中央蔵王

（熊野
く ま の

岳
だけ

等），南蔵王（不忘山
ふぼうさん

等）等に分けられる（井村

（1999）（32））。玄武岩～安山岩からなる成層火山である。蔵王山

は，敷地から西南西の方向約 97km に位置している。 

蔵王山の活動期間は，約 135 万年前～1940 年であり，既往最

大の噴出量は約 15.95km3で蔵王活動期Ⅲ（約 35 万年前～25 万

年前）に噴出したと考えられる（大場ほか（1990）（33），Umeda 

からなる複合成層火山で，安山岩～デイサイトからなる（中里

ほか（1996）（31））。月山は，敷地から西北西の方向約 129km に位

置している。 

月山の活動期間は，約 88 万年前～30 万年前であり，既往最

大の噴出量は約 18km3でステージ３～４ｂ間（約 70 万年前～47

万年前）に噴出したと考えられる。また，最新の噴火活動は，

姥ヶ岳溶岩類の活動期（約 36 万年前～30 万年前）に発生した

と考えられる（中野ほか編（2013），第四紀火山カタログ委員会

編（1999）及び中里ほか（1996））。 

火砕物密度流は，６層確認されており，その分布範囲は山体

周辺（北西～南西部）に限られる（中里ほか（1996））。 

月山の火砕物密度流は山体周辺に限られることから，発電所

に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 

(7) 蔵王山 

蔵王山（熊野岳，標高：1,841m）は，山形県と宮城県の県境

に位置する火山群の総称であり，大まかに北蔵王（瀧山
りゅうざん

），中

央蔵王（熊野
く ま の

岳
だけ

等），南蔵王（不忘山
ふぼうさん

等）に分けられる（井村

（1999）（32））。玄武岩～安山岩からなる成層火山である。蔵王山

は，敷地から西南西の方向約 97km に位置している。 

蔵王山の活動期間は，約 135 万年前～1940 年であり，既往最

大の噴出量は約 15.95km3で蔵王活動期Ⅲ（約 35 万年前～25 万

年前）に噴出したと考えられる（大場ほか（1990）（33），Umeda 
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補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

et al.（2013）（34））。また，最新の噴火活動は，少量の降下火砕

物を伴った水蒸気噴火で 1940 年に発生しており，2013 年以降

は火山性微動が断続的に観測されている（伴ほか（2015）（35））。

火砕物密度流は，７層確認されており，その分布範囲は南蔵王

周辺に限られているが，中央蔵王，北蔵王については確認され

ていない（酒寄（1985）（36））。 

蔵王山の火砕物密度流は山体周辺に限られることから，発電

所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと判断した。 

(8) 笹森山 

笹森山（黒森山
くろもりやま

：標高 760m）は，安山岩を主体とする著しく

開析された火山体からなる（山元（2015）（37））。笹森山は，敷地

から南西の方向約 130km に位置している。 

笹森山の活動期間は，約 370 万年前～180 万年前であり，既

往最大の噴出量は約 0.5km3で笹森山安山岩活動期（約 370 万年

前～200 万年前）に噴出したと考えられる。また，最新の噴火

活動は，非溶結の凝灰角礫岩～火山礫凝灰岩からなる蓬莱
ほうらい

火砕

流堆積物であり，約 190 万年前～180 万年前に噴出したと考え

られる（中野ほか編（2013），第四紀火山カタログ委員会編

（1999）及び山元（2015））。火砕物密度流は，この蓬莱火砕流

1層のみが確認されており，その分布範囲は山体周辺（北東山

麓）に限られる（山元（2015））。 

笹森山の火砕物密度流は山体周辺に限られることから，発電

et al.（2013）（34））。また，最新の噴火活動は，少量の降下火砕

物を伴った水蒸気噴火で 1940 年に発生しており，2013 年以降

は火山性微動が断続的に観測されている（伴ほか（2015）（35））。

火砕物密度流は，７層確認されており，その分布範囲は南蔵王

周辺に限られているが，中央蔵王，北蔵王については確認され

ていない（酒寄（1985）（36））。 

蔵王山の火砕物密度流は山体周辺に限られることから，発電

所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 

(8) 笹森山 

笹森山（黒森山
くろもりやま

：標高 760m）は，安山岩を主体とする著しく

開析された火山体からなる（山元（2015）（37））。笹森山は，敷地

から南西の方向約 130km に位置している。 

笹森山の活動期間は，約 370 万年前～180 万年前であり，既

往最大の噴出量は約 0.5km3で笹森山安山岩活動期（約 370 万年

前～200 万年前）に噴出したと考えられる。また，最新の噴火

活動は，非溶結の凝灰角礫岩～火山礫凝灰岩からなる蓬莱
ほうらい

火砕

流堆積物であり，約 190 万年前～180 万年前に噴出したと考え

られる（中野ほか編（2013），第四紀火山カタログ委員会編

（1999）及び山元（2015））。火砕物密度流は，この蓬莱火砕流

1層のみが確認されており，その分布範囲は山体周辺（北東山

麓）に限られる（山元（2015））。 

笹森山の火砕物密度流は山体周辺に限られることから，発電
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補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと判断した。 

(9) 吾妻山 

吾妻山（一切
いっさい

経山
きょうざん

，標高：1,949m）は，山形県と福島県の県

境にある多数の成層火山からなる火山群である。噴出物は玄武

岩～安山岩で，西吾妻火山，中吾妻火山，東吾妻火山に分けら

れ，噴出中心は東南東～西北西に走る南北の２列に大別され

る。北列の多くの火山は山頂火口をもち，東部の一切経山付近

には，五色
ご し き

沼
ぬま

，大穴
おおあな

，桶
おけ

沼
ぬま

，吾妻
あ づ ま

小富士
こ ふ じ

等，多くの新しい火砕

丘や火口が形成されている（気象庁編（2013））。吾妻山は，敷

地から南西の方向約 140km に位置している。 

吾妻山の活動期間は，約 118 万年前～1977 年であり，既往最

大の噴出量は約 32.5km3で高倉山火山・中大巓
なかだいてん

・東大巓
ひがしだいてん

火山活

動期（約 80 万年前～53 万年前）に噴出したと考えられる（第

四紀火山カタログ委員会編（1999），古川ほか（2018）（38）及び

気象庁編（2013））。また，最新の噴火活動は，火砕物の降下・

泥水を伴う水蒸気噴火で 1977 年に発生している。有史以降の噴

火は，大穴火口とその周辺の爆発で，現在その南～東斜面には

噴気地域が広く分布する（気象庁編（2013））。火砕物密度流

は，３層確認されており，その分布範囲は山体周辺に限られる

（古川ほか（2018））。 

吾妻山の火砕物密度流は，山体周辺に限られることから，発

電所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと判断した。 

所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 

(9) 吾妻山 

吾妻山（一切
いっさい

経山
きょうざん

，標高：1,949m）は，山形県と福島県の県

境にある多数の成層火山からなる火山群である。噴出物は玄武

岩～安山岩で，西吾妻火山，中吾妻火山，東吾妻火山に分けら

れ，噴出中心は東南東～西北西に走る南北の２列に大別され

る。北列の多くの火山は山頂火口をもち，東部の一切経山付近

には，五色
ご し き

沼
ぬま

，大穴
おおあな

，桶
おけ

沼
ぬま

，吾妻
あ づ ま

小富士
こ ふ じ

等，多くの新しい火砕

丘や火口が形成されている（気象庁編（2013））。吾妻山は，敷

地から南西の方向約 140km に位置している。 

吾妻山の活動期間は，約 118 万年前～1977 年であり，既往最

大の噴出量は約 32.5km3で高倉山火山・中大巓
なかだいてん

・東大巓
ひがしだいてん

火山活

動期（約 80 万年前～53 万年前）に噴出したと考えられる（第

四紀火山カタログ委員会編（1999），古川ほか（2018）（38）及び

気象庁編（2013））。また，最新の噴火活動は，火砕物の降下・

泥水を伴う水蒸気噴火で 1977 年に発生している。有史以降の噴

火は，大穴火口とその周辺の爆発で，現在その南～東斜面には

噴気地域が広く分布する（気象庁編（2013））。火砕物密度流

は，３層確認されており，その分布範囲は山体周辺に限られる

（古川ほか（2018））。 

吾妻山の火砕物密度流は，山体周辺に限られることから，発

電所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 

記載の適正化（表現の統一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化（表現の統一） 



令和元年 11 月 6 日 

女川原子力発電所 発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設の変更） 添付六の内「７．火山」前後対比表（対令和元年 9月申請）    東北電力株式会社 

添六(７．火山) 16 / 50 

 

補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

(10) 安達太良山 

安達太良山（箕輪山
みのわやま

，標高：1,728m）は，福島市の南西に位

置する玄武岩～安山岩の成層火山群である。主峰の安達太良本

峰の山頂部には西に開く沼
ぬま

ノ
の

平
たいら

火口がある（気象庁編

（2013））。安達太良山は，敷地から南西の方向約 136km に位置

している。 

安達太良山の活動期間は，約 55 万年前～1900 年であり，既

往最大の噴出量は約 2.33km3で第３－１ａ期（約 26 万年前～20

万年前）に噴出したと考えられる。また，最新の噴火活動は，

低温サージや降下火砕物を伴った中規模水蒸気噴火で 1900 年に

発生している（中野ほか編（2013），藤縄・鎌田（2005）（39）及

び気象庁編（2013））。火砕物密度流は，４層確認されており，

その分布範囲は山体周辺に限られる（藤縄（1980）（40））。 

安達太良山の火砕物密度流は山体周辺に限られることから，

発電所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと判断した。 

(11) 磐梯山 

磐梯山（標高：1,816m）は，福島県猪苗代
いなわしろ

湖
こ

の北に位置する

安山岩質の成層火山である。赤埴山
あかはにやま

，大磐梯
おおばんだい

，櫛ヶ峰
くしがみね

などが沼

ノ平火口を取り囲んで，円錐形火山体が形成されているが，過

去に山体崩壊が何度か繰り返され，現在の山容となったと考え

られる（気象庁編（2013））。磐梯山は，敷地から南西の方向約

153km に位置している。 

(10) 安達太良山 

安達太良山（箕輪山
みのわやま

，標高：1,728m）は，福島市の南西に位

置する玄武岩～安山岩の成層火山群である。主峰の安達太良本

峰の山頂部には西に開く沼
ぬま

ノ
の

平
たいら

火口がある（気象庁編

（2013））。安達太良山は，敷地から南西の方向約 136km に位置

している。 

安達太良山の活動期間は，約 55 万年前～1900 年であり，既

往最大の噴出量は約 2.33km3で第３－１ａ期（約 26 万年前～20

万年前）に噴出したと考えられる。また，最新の噴火活動は，

低温サージや降下火砕物を伴った中規模水蒸気噴火で 1900 年に

発生している（中野ほか編（2013），藤縄・鎌田（2005）（39）及

び気象庁編（2013））。火砕物密度流は，４層確認されており，

その分布範囲は山体周辺に限られる（藤縄（1980）（40））。 

安達太良山の火砕物密度流は山体周辺に限られることから，

発電所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 

(11) 磐梯山 

磐梯山（標高：1,816m）は，福島県猪苗代
いなわしろ

湖
こ

の北に位置する
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おおばんだい

，櫛ヶ峰
くしがみね

等が沼ノ
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153km に位置している。 
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令和元年 11 月 6 日 

女川原子力発電所 発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設の変更） 添付六の内「７．火山」前後対比表（対令和元年 9月申請）    東北電力株式会社 

添六(７．火山) 17 / 50 

 

補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

磐梯山の活動期間は，約 90 万年前～1888 年であり，既往最

大の噴出量は 29.25km3で古期活動期（約 30 万年前～23 万年

前）に噴出したと考えられる（中野ほか編（2013），NEDO

（1991）（41），梅田ほか（1999）（42）及び千葉（2009）（43））。ま

た，最新の噴火活動は，山体崩壊を伴った中規模水蒸気噴火で

1888 年に発生しており，この噴火で形成されたカルデラ壁や山

頂沼ノ平火口には微弱な噴気孔が点在している。火砕物密度流

は，７層確認されており，その分布範囲は山体周辺に限られる

（千葉（2009），山元（2018）（44））。 

磐梯山の火砕物密度流は山体周辺に限られることから，発電

所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと判断した。 

 

7.1.3.2 溶岩流 

溶岩流については，発電所に影響を及ぼし得る火山として抽

出したいずれの火山も敷地から 50km 以遠に位置することから，

発電所へ影響を及ぼす可能性はないと判断した。 

 

7.1.3.3 岩屑なだれ，地滑り及び斜面崩壊 

岩屑なだれ，地滑り及び斜面崩壊については，発電所に影響

を及ぼし得る火山として抽出したいずれの火山も敷地から 50km

以遠に位置することから，発電所へ影響を及ぼす可能性はない

と判断した。 

磐梯山の活動期間は，約 90 万年前～1888 年であり，既往最

大の噴出量は 29.25km3で古期活動期（約 30 万年前～23 万年

前）に噴出したと考えられる（中野ほか編（2013），NEDO

（1991）（41），梅田ほか（1999）（42）及び千葉（2009）（43））。ま

た，最新の噴火活動は，山体崩壊を伴った中規模水蒸気噴火で

1888 年に発生しており，この噴火で形成されたカルデラ壁や山

頂沼ノ平火口には微弱な噴気孔が点在している。火砕物密度流

は，７層確認されており，その分布範囲は山体周辺に限られる

（千葉（2009），山元（2018）（44））。 

磐梯山の火砕物密度流は山体周辺に限られることから，発電

所に影響を及ぼす可能性は十分小さいと評価した。 
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出したいずれの火山も敷地から 50km 以遠に位置することから，
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令和元年 11 月 6 日 

女川原子力発電所 発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設の変更） 添付六の内「７．火山」前後対比表（対令和元年 9月申請）    東北電力株式会社 

添六(７．火山) 18 / 50 

 

補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

7.1.3.4 新しい火口の開口 

新しい火口の開口については，敷地は第四紀を通じて火山フ

ロントより前弧側（東方）に位置し，敷地周辺では火成活動は

確認されていないことから，発電所へ影響を及ぼす可能性が十

分小さいと判断した。 

 

7.1.3.5 地殻変動 

地殻変動については，敷地は第四紀を通じて火山フロントよ

り前弧側（東方）に位置し，敷地周辺では火成活動は確認され

ていないことから，発電所へ影響を及ぼす可能性が十分小さい

と判断した。 

 

7.1.3.6 設計対応不可能な火山事象を伴う火山活動の評価 

7.1.3.1～7.1.3.5 の評価結果を第 7.1－3 表に示す。発電所

に影響を及ぼし得る 11 火山について，既往最大の噴火を考慮し

ても設計対応不可能な火山事象は発電所に影響を及ぼさないこ

とから，火山活動のモニタリングについては不要である。 

 

7.1.4 発電所の安全性に影響を及ぼす可能性のある火山事象の

抽出 

発電所に影響を及ぼし得る 11 火山が噴火した場合，発電所の

安全性に影響を及ぼす可能性について検討した。なお，降下火

7.1.3.4 新しい火口の開口 

新しい火口の開口については，敷地は第四紀を通じて火山フ

ロントより前弧側（東方）に約 60km 離れた北上山地南端部の牡

鹿半島にあり，敷地周辺では火成活動は確認されていないこと

から，発電所へ影響を及ぼす可能性が十分小さいと評価した。 

 

7.1.3.5 地殻変動 

地殻変動については，敷地は第四紀を通じて火山フロントよ
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あり，敷地周辺では火成活動は確認されていないことから，発

電所へ影響を及ぼす可能性が十分小さいと評価した。 
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とから，火山活動のモニタリングについては不要である。 
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記載の適正化（表現を統一） 

 

記載の適正化（表現の統一） 

 

 

 

記載の適正化（表現を統一） 

 

記載の適正化（表現の統一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年 11 月 6 日 

女川原子力発電所 発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設の変更） 添付六の内「７．火山」前後対比表（対令和元年 9月申請）    東北電力株式会社 

添六(７．火山) 19 / 50 

 

補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

砕物については，地理的領域外の火山も含めてその影響を検討

した。 

 

7.1.4.1 降下火砕物 

降下火砕物の影響については，文献調査，地質調査，シミュ

レーション等を実施し，総合的に検討した。 

 

7.1.4.1.1 文献調査 

町田・新井（2011）及び町田ほか（1985）（45）によれば，敷地

に降灰した可能性のある広域の降下火砕物として，洞爺
と う や

テフ

ラ，阿蘇
あ そ

４テフラ，姶良
あ い ら

Ｔｎテフラ，鬼界
き か い

アカホヤテフラ等が

挙げられる（第 7.1－6 図）。 

町田・新井（2011）によれば，敷地方向に降下火砕物の分布

主軸をもつ地理的領域外の火山として，十和田（十和田ａ，十

和田中掫
ちゅうせり

），榛名山
はるなさん

（榛名二ツ岳
ふたつだけ

伊香保
い か ほ

），浅間山（浅間Ａ

（天明
てんめい

），浅間Ｂ（天
てん

仁
にん

），浅間Ｃ，立川
たちかわ

ローム上部
じょうぶ

ガラス質，

浅間草津，浅間板
いた

鼻
はな

黄色
おうしょく

，浅間白糸
しらいと

），御嶽山
おんたけさん

（御岳
おんたけ

第一），

大山
だいせん

（大山倉吉
くらよし

）及び三瓶山
さんべさん

（三瓶
さ ん べ

木次
き す き

）が挙げられる（第

7.1－7 図）。 

町田・新井（2011）及び宍倉ほか（2007）（48）によれば，敷地

または敷地近傍に降灰した可能性のある降下火砕物は，肘
ひじ

折
おり

尾花沢
おばなざわ

，十和田ａ，榛名二ツ岳伊香保，蔵王
ざ お う

川崎
かわさき

，鳴子
な る こ

柳沢
やなぎさわ

，

砕物については，地理的領域外の火山も含めてその影響を検討

した。 
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令和元年 11 月 6 日 

女川原子力発電所 発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設の変更） 添付六の内「７．火山」前後対比表（対令和元年 9月申請）    東北電力株式会社 

添六(７．火山) 20 / 50 

 

補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

鳴子荷坂，鳴子
な る こ

一迫
いちはさま

及び安達愛
めで

島
しま

が挙げられる（第 7.1－8

図）。 

これらの降下火砕物は，いずれも敷地での層厚は数 cm であ

る。 

また，敷地周辺で確認された降下火砕物と敷地の位置関係を

第 7.1－9 図に示す。 

 

7.1.4.1.2 地質調査 

敷地及び敷地付近において実施した地質調査のうち女川２号

炉建設時のトレンチ調査において，最大層厚 10cm の肘折尾花沢

と最大層厚６cm の十和田ａと考えられる降下火砕物を確認し

た。降下火砕物が確認されたトレンチ西側法面の写真及びスケ

ッチを第 7.1－10 図に示す。なお，確認した肘折尾花沢の下部

及び上部から採取した試料について 14Ｃ年代測定を行い，肘折

尾花沢が噴出したと考えられる約 12,000 年前と整合することを

確認した。 

また，この２層の降下火砕物の顕微鏡写真から粒径は 0.02～

0.25mm 程度と推定した（第 7.1－11 図）。 

 

7.1.4.1.3 シミュレーション 

移流拡散モデルを用いた降下火砕物シミュレーションによ

り，敷地での降下火砕物の層厚について検討を行った。第 7.1
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令和元年 11 月 6 日 

女川原子力発電所 発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設の変更） 添付六の内「７．火山」前後対比表（対令和元年 9月申請）    東北電力株式会社 

添六(７．火山) 21 / 50 

 

補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

－12 図にシミュレーションを用いた降下火砕物の堆積厚さの確

認フローを示す。 

シミュレーションの対象とする火山については，敷地及び敷

地周辺において面的に広がりを有して分布している降下火砕物

の噴出源で，かつ既往の噴出物が主に溶岩流以外である火山と

して，蔵王山，肘折カルデラ，十和田及び鳴子カルデラの４火

山を選定した。敷地及び敷地周辺において面的に広がりを有し

て分布している降下火砕物の噴出源に関する検討結果を第 7.1

－13 図に，既往の噴出物に関する検討結果を第 7.1－4 表に，

これらの検討結果のまとめを第 7.1－14 図に示す。 

(1) 蔵王山 

活動履歴（噴火ステージ）について，伴ほか（2015）によれ

ば，６つのステージに区分されており，現在は活動期Ⅵ（約

3.5 万年前以降）であるとされている。 

地下構造について，前原ほか（2010）（56）によれば，蔵王山の

直下約 20km にメルトと考えられる低比抵抗体の存在が示唆さ

れ，Nakajima et al.(2001)（57）によれば，蔵王山の直下 10km

付近では熱水の存在が，直下 40km 付近にはマグマの存在が示唆

されている。 

現在の活動について，第 143 回火山噴火予知連絡会(気象庁

（2019ａ）（58）)では，「2013 年以降，時々，火山性地震や火山性

微動が発生し，地殻変動がみられるなど，火山活動が高まるこ

－12 図にシミュレーションを用いた降下火砕物の堆積厚さの確

認フローを示す。 

シミュレーションの対象とする火山については，敷地及び敷

地周辺において面的に広がりを有して分布している降下火砕物

の噴出源で，かつ既往の噴出物が主に溶岩流以外である火山と

して，蔵王山，肘折カルデラ，十和田及び鳴子カルデラの４火

山を選定した。敷地及び敷地周辺において面的に広がりを有し

て分布している降下火砕物の噴出源に関する検討結果を第 7.1

－13 図に，既往の噴出物に関する検討結果を第 7.1－4 表に，

これらの検討結果のまとめを第 7.1－14 図に示す。 
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付近では熱水の存在が，直下 40km 付近にはマグマの存在が示唆

されている。 

現在の活動について，第 143 回火山噴火予知連絡会(気象庁
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とがあるので，今後の火山活動の推移に注意が必要である。」と

の報告がなされている。 

地殻変動について，第 133 回火山噴火予知連絡会(国土地理院

（2015）（59）)では，「蔵王山山体の広い範囲では隆起傾向を示す

地殻変動が確認される。」との報告がなされている。 

以上のことから，蔵王山の地下深部にはマグマの存在が示唆

され，山体の広い範囲で隆起傾向を示す地殻変動が確認されて

いることから，全活動期間の既往最大の降下火砕物（蔵王川

崎：Za－Kw）を考慮することとし，その噴出量を須藤ほか

（2007）（60）から 0.98km3とした（第 7.1－15 図）。 

この噴出量を用い，仙台管区気象台で観測した気象条件下

（1978 年から 2007 年までの 30 年間の月別平均風速及び月別最

頻風向）で，降下火砕物シミュレーションを実施した結果，９

月の気象条件によるケースで最も敷地での層厚が大きくなり，

3.8cm であった。シミュレーションに用いた入力パラメータを

第 7.1－5 表に，シミュレーション結果を第 7.1－16 図に示す。

次に，この９月の気象条件を基本ケースとして，噴煙柱高度，

風速及び風向の不確かさを考慮した結果，風向の不確かさを考

慮したケースで最も敷地での層厚が大きくなり，3.9cm となっ

た（第 7.1－17 図及び第 7.1－18 図）。なお，７月の気象データ

を用いた基本ケースの結果と町田・新井（2011）で示されてい

る等層厚線図を比較し，ともにほぼ真東に軸を持つような分布

とがあるので，今後の火山活動の推移に注意が必要である。」と

の報告がなされている。 

地殻変動について，第 133 回火山噴火予知連絡会(国土地理院

（2015）（59）)では，「蔵王山山体の広い範囲では隆起傾向を示す

地殻変動が確認される。」との報告がなされている。 

以上のことから，蔵王山の地下深部にはマグマの存在が示唆

され，山体の広い範囲で隆起傾向を示す地殻変動が確認されて

いることから，全活動期間の既往最大の降下火砕物（蔵王川

崎：Za－Kw）を考慮することとし，その噴出量を須藤ほか

（2007）（60）から 0.98km3とした（第 7.1－15 図）。 

この噴出量を用い，仙台管区気象台で観測した気象条件下

（1978 年から 2007 年までの 30 年間の月別平均風速及び月別最

頻風向）で，降下火砕物シミュレーションを実施した結果，９

月の気象条件によるケースで最も敷地での層厚が大きくなり，

3.8cm であった。シミュレーションに用いた入力パラメータを

第 7.1－5 表に，シミュレーション結果を第 7.1－16 図に示す。

次に，この９月の気象条件を基本ケースとして，噴煙柱高度，

風速及び風向の不確かさを考慮した結果，風向の不確かさを考

慮したケースで最も敷地での層厚が大きくなり，3.9cm となっ

た（第 7.1－17 図及び第 7.1－18 図）。なお，７月の気象データ

を用いた基本ケースの結果と町田・新井（2011）で示されてい

る等層厚線図を比較し，ともにほぼ真東に軸を持つような分布
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を示し，降下範囲が概ね整合的であることを確認した（第 7.1

－19 図）。 

(2) 肘折カルデラ 

活動履歴（噴火ステージ）について，宮城（2007）によれ

ば，肘折カルデラは約 12,000 年前に活動し，短期間で活動のピ

ークを迎えたとされている。 

地下構造について，Nakajima et al.(2001)によれば，肘折カ

ルデラの直下 25km 以深にはマグマの存在が示唆されている。 

現在の活動について，第 143 回火山噴火予知連絡会(気象庁

（2019ｂ）（66）)では，「火山活動に特段の変化はなく，静穏に経

過しており，噴火の兆候は認められない。」との報告がなされて

いる。また，肘折カルデラ付近を震源とする地震は少なく，噴

気などの異常に関する通報はされていない。 

地殻変動について，安藤（2013）（67）では，地殻変動（位相変

化）が認められる火山として肘折カルデラは報告されていな

い。 

以上のことから，肘折カルデラは静穏に経過しており，噴火

の兆候は認められないが，地下深部にはマグマの存在が示唆さ

れることから，全活動期間の既往最大の降下火砕物（肘折尾花

沢：Hj－O）を考慮することとし，その噴出量を須藤ほか

（2007）から 0.69km3とした（第 7.1－15 図）。 

この噴出量を用い，仙台管区気象台で観測した気象条件下

を示し，降下範囲が概ね整合的であることを確認した（第 7.1

－19 図）。 
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ークを迎えたとされている。 

地下構造について，Nakajima et al.(2001)によれば，肘折カ

ルデラの直下 25km 以深にはマグマの存在が示唆されている。 

現在の活動について，第 143 回火山噴火予知連絡会(気象庁

（2019ｂ）（66）)では，「火山活動に特段の変化はなく，静穏に経

過しており，噴火の兆候は認められない。」との報告がなされて

いる。また，肘折カルデラ付近を震源とする地震は少なく，噴

気などの異常に関する通報はされていない。 

地殻変動について，安藤（2013）（67）では，地殻変動（位相変

化）が認められる火山として肘折カルデラは報告されていな

い。 

以上のことから，肘折カルデラは静穏に経過しており，噴火

の兆候は認められないが，地下深部にはマグマの存在が示唆さ

れることから，全活動期間の既往最大の降下火砕物（肘折尾花

沢：Hj－O）を考慮することとし，その噴出量を須藤ほか

（2007）から 0.69km3とした（第 7.1－15 図）。 

この噴出量を用い，仙台管区気象台で観測した気象条件下
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（1978 年から 2007 年までの 30 年間の月別平均風速及び月別最

頻風向）で，降下火砕物シミュレーションを実施した結果，７

月の気象条件によるケースで最も敷地での層厚が大きくなり，

0.9cm であった。シミュレーションに用いた入力パラメータを

第 7.1－5 表に，シミュレーション結果を第 7.1－20 図に示す。

次に，この７月の気象条件を基本ケースとして，噴煙柱高度，

風速及び風向の不確かさを考慮した結果，風向の不確かさを考

慮したケースで最も敷地での層厚が大きくなり，1.5cm となっ

た（第 7.1－17 図及び第 7.1－21 図）。なお，７月の気象データ

を基本に風速を”－1σ（－標準偏差）”にした結果と町田・新

井（2011）で示されている等層厚線図を比較し，ともにほぼ真

東に軸を持つような分布となることを確認した（第 7.1－22

図）。 

(3) 十和田 

気象庁編（2013）によると，十和田火山は先カルデラ成層火

山群，十和田カルデラ及び後カルデラ成層火山・溶岩ドームか

らなるとしている。活動履歴（噴火ステージ）については，先

カルデラ期，カルデラ形成期及び後カルデラ期に区別され

（Hayakawa（1985）（68）），現在は後カルデラ期の高噴出率期

（0.70km3/千年）であると考えられる（工藤ほか（2011）（69），

Yamamoto et al.（2018）（70））。また，工藤ほか（2011）によれ

ば，今後も短期的（数百年～数千年スケール）には，後カルデ

（1978 年から 2007 年までの 30 年間の月別平均風速及び月別最

頻風向）で，降下火砕物シミュレーションを実施した結果，７

月の気象条件によるケースで最も敷地での層厚が大きくなり，

0.9cm であった。シミュレーションに用いた入力パラメータを

第 7.1－5 表に，シミュレーション結果を第 7.1－20 図に示す。

次に，この７月の気象条件を基本ケースとして，噴煙柱高度，

風速及び風向の不確かさを考慮した結果，風向の不確かさを考

慮したケースで最も敷地での層厚が大きくなり，1.5cm となっ

た（第 7.1－17 図及び第 7.1－21 図）。なお，７月の気象データ

を基本に風速を”－1σ（－標準偏差）”にした結果と町田・新

井（2011）で示されている等層厚線図を比較し，ともにほぼ真

東に軸を持つような分布となることを確認した（第 7.1－22

図）。 
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（Hayakawa（1985）（68）），現在は後カルデラ期の高噴出率期
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ラ期の継続が推定される。 

以上のことから，十和田については，後カルデラ期の既往最

大の降下火砕物（十和田中掫：To－Cu）を考慮することとし，

その噴出量を Hayakawa（1985）から 6.68km3とした（第 7.1－

15 図）。 

この噴出量を用い，仙台管区気象台で観測した気象条件下

（1978 年から 2007 年までの 30 年間の月別平均風速及び月別最

頻風向）で，降下火砕物シミュレーションを実施した結果，７

月の気象条件によるケースで最も敷地での層厚が大きくなった

が，その層厚は非常に小さく，いずれのケースにおいても敷地

にはほとんど堆積しない結果となった。シミュレーションに用

いた入力パラメータを第 7.1－5 表に，シミュレーション結果を

第 7.1－23 図に示す。次に，この７月の気象条件を基本ケース

として，噴煙柱高度，風速及び風向の不確かさを考慮した結

果，風向の不確かさを考慮したケースで最も敷地での層厚が大

きくなり，0.9cm となった（第 7.1－17 図及び第 7.1－24 図）。

なお，７月の気象データを基本に風速を”－１σ（－標準偏

差）”にした結果と町田・新井（2011）で示されている等層厚

線図を比較し，シミュレーション結果ではほぼ真東に軸を持つ

ような分布となるのに対して，町田・新井（2011）では十和田

の東側で等層厚線がほぼ同心円となることを確認した（第 7.1

－25 図）。 

ラ期の継続が推定される。 

以上のことから，十和田については，後カルデラ期の既往最

大の降下火砕物（十和田中掫：To－Cu）を考慮することとし，

その噴出量を Hayakawa（1985）から 6.68km3とした（第 7.1－

15 図）。 
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月の気象条件によるケースで最も敷地での層厚が大きくなった

が，その層厚は非常に小さく，いずれのケースにおいても敷地

にはほとんど堆積しない結果となった。シミュレーションに用

いた入力パラメータを第 7.1－5 表に，シミュレーション結果を

第 7.1－23 図に示す。次に，この７月の気象条件を基本ケース

として，噴煙柱高度，風速及び風向の不確かさを考慮した結

果，風向の不確かさを考慮したケースで最も敷地での層厚が大

きくなり，0.9cm となった（第 7.1－17 図及び第 7.1－24 図）。

なお，７月の気象データを基本に風速を”－１σ（－標準偏

差）”にした結果と町田・新井（2011）で示されている等層厚

線図を比較し，シミュレーション結果ではほぼ真東に軸を持つ

ような分布となるのに対して，町田・新井（2011）では十和田

の東側で等層厚線がほぼ同心円となることを確認した（第 7.1

－25 図）。 
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十和田の北方約 22km には北八甲田火山群があり，この火山を

噴出源とする降下火砕物は敷地周辺において確認されていない

が，十和田中掫（6.68km3）よりも規模の大きい噴火（約 27 万

年前，甲地軽石：WP，8.25km3）が報告されている（工藤ほか

（2004）（71））。ただし，十和田中掫の最大ケースである 0.9cm

（風向の不確かさを考慮したケース）に対して，甲地軽石と十

和田中掫の噴出量の比率（約 1.3 倍）を考慮し，さらに保守性

を加味したとしても，敷地に堆積する層厚としては 1.5cm 程度

と想定される。 

(4) 鳴子カルデラ 

活動履歴（噴火ステージ）について，山元（2014）（72）によれ

ば，カルデラ形成期と後カルデラ期に分けられており，現在は

後カルデラ期の活動期にあるとされている。また，伊藤ほか

（1997）（73）及び気象庁編（2013）においても現在は後カルデラ

期として報告されている。 

地下構造について，Ogawa et al.(2014)（74）によれば，鳴子

カルデラの直下付近には深部へと連続する低比抵抗体が確認さ

れ，マグマもしくは熱水流体の可能性が示唆されている。ま

た，Okada et al.(2014)（75）によれば，鳴子カルデラ直下から

深度約 15km 以浅では熱水流体の存在が推測され，それ以深では

マグマ溜まりの存在が推測されている。 

現在の活動について，第 143 回火山噴火予知連絡会(気象庁

十和田の北方約 22km には北八甲田火山群があり，この火山を
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年前，甲地軽石：WP，8.25km3）が報告されている（工藤ほか

（2004）（71））。ただし，十和田中掫の最大ケースである 0.9cm

（風向の不確かさを考慮したケース）に対して，甲地軽石と十

和田中掫の噴出量の比率（約 1.3 倍）を考慮し，さらに保守性

を加味したとしても，敷地に堆積する層厚としては 1.5cm 程度

と想定される。 

(4) 鳴子カルデラ 
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後カルデラ期の活動期にあるとされている。また，伊藤ほか
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カルデラの直下付近には深部へと連続する低比抵抗体が確認さ

れ，マグマもしくは熱水流体の可能性が示唆されている。ま

た，Okada et al.(2014)（75）によれば，鳴子カルデラ直下から

深度約 15km 以浅では熱水流体の存在が推測され，それ以深では

マグマ溜まりの存在が推測されている。 
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補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

（2019ｂ）)では，「火山活動に特段の変化はなく，静穏に経過

しており，噴火の兆候は認められない。」との報告がなされてい

る。また，鳴子カルデラ付近を震源とする地震は少なく，噴気

などの異常に関する通報はされていない。 

地殻変動について，安藤（2013）では，地殻変動（位相変

化）が認められる火山として鳴子カルデラは報告されていない

が，Ozawa and Fujita（2013）（76），Takada and Fukushima

（2013）（77），塚本ほか（2014）（78）及び高橋ほか（2016）（79）によ

れば，鳴子カルデラ周辺は 2011 年東北地方太平洋沖地震以降，

わずかに沈降傾向を示していることを報告している。 

以上のことから，鳴子カルデラの地下深部にはマグマの存在

が示唆されることから，全活動期間の既往最大の降下火砕物

（鳴子荷坂：Nr－N）を考慮することとした（第 7.1－15 図）。 

噴出量については，須藤ほか（2007）に示されている

2.86km3を用い，仙台管区気象台で観測した気象条件下（1978

年から 2007 年までの 30 年間の月別平均風速及び月別最頻風

向）で，降下火砕物シミュレーションを実施した結果，７月の

気象条件によるケースで最も敷地での層厚が大きくなり，

0.79cm であった。シミュレーションに用いた入力パラメータを

第 7.1－5 表に，シミュレーション結果を第 7.1－26 図に示す。

次に，この７月の気象条件を基本ケースとして，噴煙柱高度，

風速及び風向の不確かさを考慮した結果，風向の不確かさを考
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0.79cm であった。シミュレーションに用いた入力パラメータを

第 7.1－5 表に，シミュレーション結果を第 7.1－26 図に示す。
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補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

慮したケースで最も敷地での層厚が大きくなり，10.8cm（第

7.1－17 図及び第 7.1－27 図）となり，蔵王山，肘折カルデラ

及び十和田を上回る結果となった。なお，10 月の気象データを

用いた基本ケースの結果と町田・新井（2011）で示されている

等層厚線図を比較し，異なる傾向を示すことを確認した（第

7.1－28 図）。 

鳴子カルデラは，蔵王山，肘折カルデラ及び十和田よりも敷

地に近く，降下火砕物（鳴子荷坂）の影響も大きいことが確認

されたため，鳴子荷坂に関する文献調査，地質調査及び火山学

的調査を行い，これらの結果を踏まえた噴出量を求めることと

した。なお，噴出量算定のフローを第 7.1－29 図に示す。 

文献調査の結果，土谷ほか（1997）では同じ露頭において鳴

子荷坂が複数確認されており，早田（1989）では鳴子荷坂は火

砕流堆積物を含めて５つのユニット（以下，下位のユニットか

ら「N－N1」，「N－N2」，「N－N3」，「N－N4」及び「N－N5」とい

う。）に区分されている。このことから，町田・新井（2011）の

等層厚線図は複数の降下火砕物の層厚を合算したものであると

考えられ，１回の噴出のシミュレーションによって再現するこ

とは極めて困難であると判断した。そのため，新たに地質調査

及び火山学的調査を行い，複数の降下火砕物の噴出量をそれぞ

れ求めることとした。 

新たに実施した地質調査及び火山学的調査の結果，18 箇所の

慮したケースで最も敷地での層厚が大きくなり，10.8cm（第

7.1－17 図及び第 7.1－27 図）となり，蔵王山，肘折カルデラ

及び十和田を上回る結果となった。なお，10 月の気象データを

用いた基本ケースの結果と町田・新井（2011）で示されている

等層厚線図を比較し，異なる傾向を示すことを確認した（第

7.1－28 図）。 
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的調査を行い，これらの結果を踏まえた噴出量を求めることと

した。なお，噴出量算定のフローを第 7.1－29 図に示す。 
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砕流堆積物を含めて５つのユニット（以下，下位のユニットか

ら「N－N1」，「N－N2」，「N－N3」，「N－N4」及び「N－N5」とい

う。）に区分されている。このことから，町田・新井（2011）の

等層厚線図は複数の降下火砕物の層厚を合算したものであると

考えられ，１回の噴出のシミュレーションによって再現するこ

とは極めて困難であると評価した。そのため，新たに地質調査

及び火山学的調査を行い，複数の降下火砕物の噴出量をそれぞ

れ求めることとした。 

新たに実施した地質調査及び火山学的調査の結果，18 箇所の
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補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

露頭で鳴子荷坂と考えられる降下火砕物を確認し，早田

（1993）（81）で示される模式柱状図との対比，層相，ガラス・斜

方輝石の屈折率等から，確認した降下火砕物は鳴子荷坂である

と判断した。さらに，確認した降下火砕物は早田（1989）と同

様に，N－N1，N－N2，N－N3，N－N4及び N－N5の５つに区分さ

れ，N－N1，N－N2及び N－N5は降下火砕物，N－N3は火砕流堆積

物（N－N4を含む）であると判断した。鳴子荷坂を確認した露頭

位置及びその層厚を第 7.1－30 図に，鳴子荷坂の模式柱状図を

第 7.1－31 図に，露頭柱状図を第 7.1－32 図に，ガラス・斜方

輝石の屈折率を第 7.1－33 図に，代表的な露頭の状況を第 7.1

－34 図に示す。 

次に，これらの調査結果及び文献調査結果を踏まえ，降下火

砕物である N－N1，N－N2及び N－N5について，それぞれ降下火

砕物の分布軸方向を検討した。その結果，N－N1と N－N2は概ね

同じ分布軸となり，露頭調査結果からも N－N1と N－N2は連続し

て堆積していることを踏まえ，N－N1と N－N2については一連の

噴火により堆積したものとして考えることとした（以降，N－N1

と N－N2を合わせたものを「N－N1,2」という。）。分布軸方向の

検討結果を第 7.1－35 図に，分布軸方向の検討結果を踏まえて

作成した N－N1,2と N－N5の等層厚線図を第 7.1－36 図に示す。 

この新たに作成した等層厚線図から N－N1,2と N－N5の噴出量

をそれぞれ算定（N－N1,2：1.70km3，N－N5：1.63km3）し，再現

露頭で鳴子荷坂と考えられる降下火砕物を確認し，早田

（1993）（81）で示される模式柱状図との対比，層相及びガラス・

斜方輝石の屈折率から，確認した降下火砕物は鳴子荷坂である

と評価した。さらに，確認した降下火砕物は早田（1989）と同

様に，N－N1，N－N2，N－N3，N－N4及び N－N5の５つに区分さ

れ，N－N1，N－N2及び N－N5は降下火砕物，N－N3は火砕流堆積

物（N－N4を含む）であると評価した。鳴子荷坂を確認した露頭

位置及びその層厚を第 7.1－30 図に，鳴子荷坂の模式柱状図を

第 7.1－31 図に，露頭柱状図を第 7.1－32 図に，ガラス・斜方

輝石の屈折率を第 7.1－33 図に，代表的な露頭の状況を第 7.1

－34 図に示す。 

次に，これらの調査結果及び文献調査結果を踏まえ，降下火

砕物である N－N1，N－N2及び N－N5について，それぞれ降下火

砕物の分布軸方向を検討した。その結果，N－N1と N－N2は概ね

同じ分布軸となり，露頭調査結果からも N－N1と N－N2は連続し

て堆積していることを踏まえ，N－N1と N－N2については一連の

噴火により堆積したものとして考えることとした（以降，N－N1

と N－N2を合わせたものを「N－N1,2」という。）。分布軸方向の

検討結果を第 7.1－35 図に，分布軸方向の検討結果を踏まえて

作成した N－N1,2と N－N5の等層厚線図を第 7.1－36 図に示す。 

この新たに作成した等層厚線図から N－N1,2と N－N5の噴出量

をそれぞれ算定（N－N1,2：1.70km3，N－N5：1.63km3）し，再現
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補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

シミュレーションを行い，等層厚線図を再現できることを確認

した。再現シミュレーションに用いた入力パラメータを第 7.1

－6 表に，再現シミュレーション結果を第 7.1－37 図に示す。 

ただし，今後，既往最大である鳴子荷坂と同規模の噴火が生

じた際に，N－N1,2の噴火の後に N－N3のような火砕流を伴う噴

火（N－N4を含む）を挟み，その後に N－N5の噴火が発生すると

は限らないことから，敷地での堆積層厚の評価にあたっては，N

－N1,2と N－N5をあわせた噴出量 3.33km3が降下火砕物として一

度に噴出するものとして評価することとした。なお，この噴出

量（3.33km3）は須藤（2007）で示されている噴出量よりも大き

くなっていることを確認した。 

この新たに設定した噴出量（3.33km3）を用い，仙台管区気象

台で観測した気象条件下（1978 年から 2007 年までの 30 年間の

月別平均風速及び月別最頻風向）で，降下火砕物シミュレーシ

ョンを実施した結果，７月の気象条件によるケースで最も敷地

での層厚が大きくなり，1.0cm であった。シミュレーションに

用いた入力パラメータを第 7.1－7 表に，シミュレーション結果

を第 7.1－38 図に示す。次に，この７月の気象条件を基本ケー

スとして，噴煙柱高度，風速及び風向の不確かさを考慮した結

果，風向の不確かさを考慮したケースで最も敷地での層厚が大

きくなり，12.5cm となった（第 7.1－39 図及び第 7.1－40

図）。 
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度に噴出するものとして評価することとした。なお，この噴出

量（3.33km3）は須藤（2007）で示されている噴出量よりも大き

くなっていることを確認した。 
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用いた入力パラメータを第 7.1－7 表に，シミュレーション結果

を第 7.1－38 図に示す。次に，この７月の気象条件を基本ケー

スとして，噴煙柱高度，風速及び風向の不確かさを考慮した結

果，風向の不確かさを考慮したケースで最も敷地での層厚が大
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7.1.4.1.4 設計に用いる降下火砕物の層厚，密度及び粒径 

文献調査，地質調査，火山学的調査，地球物理学的調査及び

シミュレーションの結果，敷地での層厚は最大で 12.5cm（第

7.1－41 図）であったが，敷地内では沖積層がジュラ系の地層

を不整合に覆っており，更新世の降下火砕物は確認されないこ

とを踏まえ，さらに保守的な評価となるよう敷地での降灰層厚

は 15cm に設定する。 

密度については，宇井（1997）（83）によれば，乾燥した火山灰

は密度が 0.4g/cm3～0.7g/cm3であるが，湿ると 1.2g/cm3を超え

ることがあるとされているため，湿潤密度は 1.5g/cm3に設定す

る。 

粒径については，敷地内で確認した降下火砕物の顕微鏡写真

（第 7.1－11 図）から 0.25mm 以下である。 

 

7.1.4.2 火山性土石流，火山泥流及び洪水 

火山性土石流，火山泥流及び洪水について，発電所に影響を

及ぼし得る火山うち，鳥海山，蔵王山，笹森山，吾妻山，安達

太良山及び磐梯山は敷地から 120km 以遠に位置していることか

ら，発電所への影響を考慮する必要はないと判断した（第 7.1

－8 表）。 また，上記以外の発電所に影響を及ぼし得る火山に

ついては，敷地と火山が北上山地に隔てられており，敷地付近

に流下する大きな河川がないことから，発電所への影響を考慮
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（第 7.1－11 図）から 0.25mm 以下である。 
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する必要はないと判断した（第 7.1－8 表）。 

 

7.1.4.3 火山から発生する飛来物（噴石） 

火山から発生する飛来物（噴石）については，発電所に影響

を及ぼし得る火山として抽出したいずれの火山も敷地から 10km

以遠に位置することから，発電所へ影響を及ぼす可能性はない

と判断した（第 7.1－8 表）。 

 

7.1.4.4 火山ガス 

火山ガスについては，敷地は太平洋に突き出す牡鹿半島に立

地しており，火山ガスが滞留するような地形ではないことか

ら，発電所への影響を考慮する必要はないと判断した（第 7.1

－8 表）。 

 

7.1.4.5 津波及び静振 

別途，「6. 津波」で検討する。 

 

7.1.4.6 その他の火山事象 

大気現象，火山性地震とこれに関連する事象，熱水系及び地

下水の異常については，敷地周辺では低周波地震及び熱水活動

が認められないこと，発電所に影響を及ぼし得る火山と敷地は

十分な離隔があることから，発電所への影響を考慮する必要は

する必要はないと評価した（第 7.1－8 表）。 
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（2005）：20 万分の１地質図幅「一関」．地質調査総合セン

ター 

(28) 小池一之・町田洋編（2001）：「日本の海成段丘アトラ

ス」．東京大学出版会 

(29) 豊島正幸・石田啄二（1983）：座散乱木遺跡周辺の地形・
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(42) 梅田浩司・林信太郎・伴雅雄・佐々木実・大場司・赤石和

幸 (1999)： 東北日本, 火山フロント付近の 2.0 Ma 以降
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（不確かさケース） 

第 7.1－25 図 十和田中掫（To－Cu）の再現性確認結果（７月の

平均風速－１σ） 

第 7.1－26 図 鳴子荷坂（Nr－N）のシミュレーションの結果

（基本ケース：１～12 月） 

第 7.1－27 図 鳴子荷坂（Nr－N）のシミュレーションの結果

（不確かさケース） 

第 7.1－28 図 鳴子荷坂（Nr－N）の再現性確認結果（10 月の平

均風速） 

第 7.1－29 図 噴出量算定フロー 

第 7.1－30 図 鳴子荷坂（Nr－N）の調査位置及び確認された層

第 7.1－19 図 蔵王川崎（Za－Kw）の再現性確認結果（７月の平

均風速） 

第 7.1－20 図 肘折尾花沢（Hj－O）のシミュレーションの結果

（基本ケース：１～12 月） 

第 7.1－21 図 肘折尾花沢（Hj－O）のシミュレーションの結果

（不確かさケース） 

第 7.1－22 図 肘折尾花沢（Hj－O）の再現性確認結果（７月の

平均風速－１σ） 

第 7.1－23 図 十和田中掫（To－Cu）のシミュレーションの結果

（基本ケース：１～12 月） 

第 7.1－24 図 十和田中掫（To－Cu）のシミュレーションの結果

（不確かさケース） 

第 7.1－25 図 十和田中掫（To－Cu）の再現性確認結果（７月の

平均風速－１σ） 

第 7.1－26 図 鳴子荷坂（Nr－N）のシミュレーションの結果

（基本ケース：１～12 月） 

第 7.1－27 図 鳴子荷坂（Nr－N）のシミュレーションの結果

（不確かさケース） 

第 7.1－28 図 鳴子荷坂（Nr－N）の再現性確認結果（10 月の平

均風速） 

第 7.1－29 図 噴出量算定フロー 

第 7.1－30 図 鳴子荷坂（Nr－N）の調査位置及び確認された層

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年 11 月 6 日 

女川原子力発電所 発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設の変更） 添付六の内「７．火山」前後対比表（対令和元年 9月申請）    東北電力株式会社 

添六(７．火山) 49 / 50 

 

補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

序 

第 7.1－31 図 鳴子荷坂の模式柱状図 

第 7.1－32 図 鳴子荷坂の露頭柱状図 

第 7.1－33 図 ガラス・斜方輝石の屈折率結果 

第 7.1－34 図(1) 鳴子荷坂が確認された露頭（N－N1，N－N2，N

－N3） 

第 7.1－34 図(2) 鳴子荷坂が確認された露頭（N－N1，N－N5） 

第7.1－35図(1) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N1） 

第7.1－35図(2) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N1） 

第7.1－35図(3) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N2） 

第7.1－35図(4) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N2） 

第7.1－35図(5) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N5） 

第7.1－35図(6) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N5） 

第7.1－35図(7) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N5） 

第7.1－35図(8) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N1，N

－N2及びN－N3のまとめ） 

第7.1－35図(9) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N1，2） 

第7.1－35図(10) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N1，2） 

第7.1－35図(11) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N1，2） 

第7.1－35図(12) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N1，2，

N－N5） 

第 7.1－36 図(1) 鳴子荷坂の調査結果を踏まえた等層厚線図（N

序 

第 7.1－31 図 鳴子荷坂の模式柱状図 

第 7.1－32 図 鳴子荷坂の露頭柱状図 

第 7.1－33 図 ガラス・斜方輝石の屈折率結果 

第 7.1－34 図(1) 鳴子荷坂が確認された露頭（N－N1，N－N2，N

－N3） 

第 7.1－34 図(2) 鳴子荷坂が確認された露頭（N－N1，N－N5） 

第7.1－35図(1) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N1） 

第7.1－35図(2) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N1） 

第7.1－35図(3) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N2） 

第7.1－35図(4) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N2） 

第7.1－35図(5) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N5） 

第7.1－35図(6) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N5） 

第7.1－35図(7) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N5） 

第7.1－35図(8) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N1，N

－N2及びN－N3のまとめ） 

第7.1－35図(9) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N1，2） 

第7.1－35図(10) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N1，2） 

第7.1－35図(11) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N1，2） 

第7.1－35図(12) 鳴子荷坂の降灰分布軸方向の検討結果（N－N1，2，

N－N5） 

第 7.1－36 図(1) 鳴子荷坂の調査結果を踏まえた等層厚線図（N
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補正申請時（R1.9.19） 再補正申請書（案） 備  考 

－N1，2） 

第 7.1－36 図(2) 鳴子荷坂の調査結果を踏まえた等層厚線図（N

－N5） 

第 7.1－36 図(3) 鳴子荷坂の調査結果を踏まえた等層厚線図（N

－N1，2，N－N5） 

第7.1－37図(1) 鳴子荷坂の再現シミュレーション結果（N－N1，2） 

第7.1－37図(2) 鳴子荷坂の再現シミュレーション結果（N－N5） 

第 7.1－38 図 鳴子荷坂のシミュレーション結果（基本ケース：

１～12 月） 

第 7.1－39 図 鳴子荷坂のシミュレーションの不確かさケース 

第 7.1－40 図 鳴子荷坂のシミュレーション結果（不確かさケー

ス） 

第 7.1－41 図 降下火砕物シミュレーションの結果のまとめ 

 

 

 

 

－N1，2） 

第 7.1－36 図(2) 鳴子荷坂の調査結果を踏まえた等層厚線図（N

－N5） 

第 7.1－36 図(3) 鳴子荷坂の調査結果を踏まえた等層厚線図（N

－N1，2，N－N5） 

第7.1－37図(1) 鳴子荷坂の再現シミュレーション結果（N－N1，2） 

第7.1－37図(2) 鳴子荷坂の再現シミュレーション結果（N－N5） 

第 7.1－38 図 鳴子荷坂のシミュレーション結果（基本ケース：

１～12 月） 

第 7.1－39 図 鳴子荷坂のシミュレーションの不確かさケース 

第 7.1－40 図 鳴子荷坂のシミュレーション結果（不確かさケー

ス） 

第 7.1－41 図 降下火砕物シミュレーションの結果のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


